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Aerosol is one of the controlling parameter for the global climate and also effects on local health hazards. 
The measurement of the aerosol was originally carried out as in-situ sampling and mass weight measurement 
including chemical analysis. Recently, remote sensing method is applied as satellite remote sensing and 
surface based remote sensing. Skyradiometer and LIDAR are surface based remote sensing system. 
Skyradiometer measures solar radiation as direct and scattered solar radiation affected by aerosols. LIDAR 
emit laser beam upward and it is backscattered by overlying aerosols. The backscattered light is received by 
a telescope and vertical distributions of the aerosols are obtained. These measurements require atmospheric 
radiation physics. 
A Skyradiometer and a LIDAR were operated continuously at Okayama University campus and aerosol 
parameters were obtained from both of the system. Seasonal variations of the AOT (Aerosol Optical 
Thickness) and Angstrom parameter (α) are evaluated. During some dust events (e.g. yellow sand and 
PM2.5), time variations of these parameters were identified from both of the measurement system. 
 





































棟屋上で 2011 年から稼働している。（図 1）この装置
は太陽の直達光と散乱光を全 11 波長（340, 380, 400, 
500, 675, 870, 940, 1020, 1225, 1627, 2200nm）で分光測
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ものである。この計算は Nakajima et al.（1996）で開
発された SKYRAD.pack という Fortran プログラムを



































































ܫఒ ൌ ܫఒ_଴exp	ሺെ݇ݖሻ  
このとき，	߬ ൌ ݇ݖを「エアロゾルの光学的厚さ（AOT）」
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と呼ぶ。これは波長の関数であるが代表的なものとし
て太陽光のうちで代表的な 500nmの AOT をτሺ500ሻと
して表す（永松，2014）。 
スカイラジオメーターでは SKYRAD.pack（ver.4.2）
という Fortran プログラム（Nakajima et al., 1996）で
AOT を計算することができる。一方，ライダーを用























































去アルゴリズム（Khatri and Takamura, 2009）の一部を
適用し，全天日射量を用いた品質管理を行った。全天
日射量は岡山大学一般教育棟屋上で測定されており，


























の季節性に着目する。図 7 は，およそ 3 年間の観測か











図 7 2011 年から 2013 年の３年間にわたる AOT と






AOT は春の 3 月～5 月の期間において最大となり，秋
にかけて低下し，最小となる。また各月の標準偏差を










































2012 年 4 月 8 日から 9 日にかけて，スカイラジオメ
ーターから得られた光学的特性の時間変化と，ライダ
ー観測から得られた信号強度と偏光解消度の時間高
度分布図を示した。AOT と α の挙動に注目すると，8
日の朝では AOT は低く α も高く，黄砂粒子の流入は
みられない。しかし，12 時に向かって AOT は急上昇




































































2013 年 1 月末，中国からの越境汚染の話題が世間の
注目を集めた。その際大きく取り上げられたのが
PM2.5 の大量流入である。PM2.5 は，従来の環境基準
の対象であった SPM（Suspended Particle Matter）とは
異なる。SPM は「浮遊粒子状物質」とも呼ばれ粒径
















（Aoki and Fujiyoshi, 2003）。 
 
  






PM2.5 粒子流入の例として，先に述べた 2013 年 1
月末のデータを図 10 に示す。1 月 28 日の時点では，
AOT は低い値，α は高い値をとっているが，29 日に
は，朝から夕方にかけて AOT は急上昇し，α の値は 1
よりも高く，黄砂時のような AOT が上昇するにつれ
て α が低下するという変動はみられない。その後，30
日 31 日と高い AOT・低い α の状態が維持されつつ，
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さらに，PM2.5 粒子が流入した 1 月 29 日の体積粒
径分布を図 11 に示した。時間変化に注目してみると，















図 12は岡山で黄砂が観測された 2012年 4月下旬の
結果を示す。上段の図を見るとこの期間における岡山
でのライダー（○）とスカイラジオメーター（○）の









長崎（○），筑波（○）の値とも対比した。4 月 22 日
の長崎から始まり，23 日の松江と岡山，24 日の筑波
と時間的な遅れを持って AOT の増加が見られる。 
 









図 13 2014 年 5 月末から 6 月初めにかけての黄砂
飛来時に複数の方法で得られた AOT の時間変化と
岡山ライダー受信強度。記号，項目は図 12 と同じ。 
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図 13 にはもう 1 つの例として 2014 年 5 月末から 6























図 14 2013 年の春と秋の期間における複数の方法
で得られた AOT の時間変化。岡山スカイラジオメ
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